
介護老人保健施設 菜の花  

（訪問リハビリテーション） 

 運営規程 
 

（運営規程設置の主旨） 

第１条 医療法人秀仁会が開設する介護老人保健施設 菜の花 訪問リハビリテーション

（以下「事業所」という）が行う指定訪問リハビリテーション及び指定介護予防訪

問リハビリテーションの事業（以下「事業」という）の適正な運営および利用者に

対する適切な指定訪問リハビリテーション及び指定介護予防訪問リハビリテーシ

ョン（以下「訪問リハビリテーション等」という）を確保するために人員及び管理

運営に関する事項を定める。 

 

（事業所設立の目的） 

第２条 介護老人保健施設菜の花が行う指定訪問リハビリテーション及び指定介護予防 

訪問リハビリテーションの事業の適切な運営を確保するために人員及び管理運営

に関する事項を定め、介護老人保健施設菜の花の理学療法士、作業療法士、言語聴

覚士(以下、「理学療法士等」という。)が計画的な医学管理を行っている医師の指示

に基づき、要介護状態(介護予防にあっては要支援状態)にある者の自宅を訪問して、

心身機能の維持回復を図り日常生活の自立を助けるために、理学療法、作業療法又

は言語聴覚療法の必要なリハビリテーションを行う事を目的とする。 

 

（運営の方針） 

第３条 事業は、要介護状態となった場合においても、その利用者が可能な限りその居宅に 

おいてその有する能力に応じ自立した日常生活を営む事ができるよう、利用者の

居宅において理学療法、作業療法及び言語聴覚療法その他必要なリハビリテーシ

ョンを行うことにより、利用者の心身の機能の維持回復を図ることとする。 

  2  指定訪問リハビリテーションの提供に当たって、病状が安定期にあり診察に基づ

き実施される計画的な医学管理の下、自宅でのリハビリテーションが必要である

と主治医が認めた通院が困難な要介護者とする。 

3  指定介護予防訪問リハビリテーションの提供に当たって、要支援者が可能な限り

その居宅において、自立した日常生活を営むことができるよう、利用者の居宅にお

いて、理学療法、作業療法その他必要なリハビリテーションを行うことにより、利

用者の心身機能の維持回復を図り、利用者の生活機能の維持又は向上を目指すも

のとする。 

4 事業の実施にあたっては、居宅支援事業者その他、保健医療福祉サービスを提供 

する者との密接な連携に努めるとともに、関係市町村とも連携を図り、総合的な 

サービスの提供に努めることとする。 

 

（事業所の名称等） 

第４条 事業を行う事業所の名称及び所在地は以下の通りとする。  

   （１） 名称  介護老人保健施設 菜の花 訪問リハビリテーション 



   （２） 所在地  広島市安佐北区可部五丁目 4番 19-10号 

 

（職員の職種・員数等） 

第５条 事業所に勤務する職員の職種、員数は以下のとおりとする。 

   （１） 管理者  1名（老人保健施設を兼務）  

       管理者は、事業所の職員の管理及び業務の管理を一元的に行う。 

   （２） 医師 1名（非常勤専従 １名） 

       併設診療所と兼務。 

   （３） 理学療法士及び作業療法士及び言語聴覚士 9名 （非常勤専従 9名） 

       理学療法士、作業療法士、言語聴覚士による訪問リハビリテーションの提供

を行う。 

       理学療法士 5名以上 (非常勤専従) 

       作業療法士 1名以上 (非常勤専従) 

       言語聴覚士 1名以上 (非常勤専従) 

    

（営業日及び営業時間） 

第６条 事業所の営業日及び営業時間は、以下の通りとする。   

（１） 営業日  ５月３日から５日まで、８月１３日から１５日まで、１２月３０日 

から 1月 3日までを除く月曜日より金曜日までとする。但し、特 

別の事情がある場合はこの限りでは無い。 

（２） 営業時間 午前８時３０分から午後５時３０分までとする。但し特別の事情が 

ある場合はこの限りでは無い。 

     

（訪問リハビリテーションの内容） 

第７条 訪問リハビリテーションの内容は以下の通りとする。    

    指定訪問リハビリテーション(介護予防訪問リハビリテーション)は、事業所の医師

の指示に基づき、要介護者(介護予防にあたっては要支援者)の心身の機能の回復を

図るため、療養上の目標と具体的なサービスの内容を記載した訪問リハビリテー

ション計画(介護予防訪問リハビリテーション)を作成するとともに、主要な事項に

おいて、利用者又は家族に説明し、利用者の同意を得て当該利用者に交付する。 

 

（訪問リハビリテーションの利用料） 

第８条 訪問リハビリテーションを提供した場合の利用料の額は、厚生労働大臣が定める 

基準によるものとし、当該訪問リハビリテーションが法定代理受領サービスであ 

る時は、利用料のうち、各利用者の負担割合に応じた額の支払いを受けるものとす 

る。 

    ２  訪問リハビリテーションの利用料が支給限度額を超えた場合は、超過部分の全額

を利用者負担とする。 

  ３  前項の費用の支払いを受ける場合には、利用者又はその家族に対して事前に文書 

で説明をした上で、支払に同意する旨の文書に署名（記名押印）を受けることとす 

る。 



（緊急時等における対応方法） 

第９条 訪問リハビリテーション職員等は、訪問リハビリテーションを実施中に、利用者の 

病状が急変、その他緊急事態生じたときは、速やかに主治医に連絡するとともに、 

管理者に報告しなければならない。 

 

（通常の事業の実施地域） 

第１０条 通常の事業の実施地域は、広島市安佐北区可部、三入、亀山とする。 

 

（高齢者虐待防止に関する事項） 

第１１条 事業所は、利用者の人権の擁護・虐待の防止などのために、次に掲げるとおり 

必要な措置を講ずる。 

（１） 研修などを通じて、職員の人権意識の向上や知識の向上に努める。 

（２） 職員が支援にあたっての悩みなどを相談できる体制を整える。 

（３） サービス提供中に、当該事業所職員又は養護者（利用者の家族等高齢者 

を現に養護する者）による虐待を受けたと思われる利用者を発見した場合 

は、速やかに、これを市町村に通報するものとする。 

 

（その他運営についての留意事項） 

第１２条 事業所は、看護職員等の看護の質的向上を図る為に事業所内外での研修に参加

できるよう支援する。 

２ 事業所に勤務する職員は業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を当事者の

了解なく他に漏らしてはならない。 

３ 事業所に勤務する職員が退職後においてもこれらの秘密を保持するべき旨を雇

用契約で取り決める。 

４ この規程に定める事項の外、運営に関する重要事項は医療法人秀仁会と事業所

の管理者との協議に基づいて定めるものとする。 

 

附則 

１．この規程は、令和 4年 1月 1日から施行。 

２．令和８年７月１日に一部改訂を行う。(員数の変更) 

 


